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　　　　千葉県精神障害者地域移行支援事業 報告
　◆第5回野田圏域地域移支援協議会　開催

　平成２４年３月２３日（金）に年度最後の協議会が行われました。

　半年間では退院に至った方はいませんでしたが、継続して支援していくことを伝えました。
　関係機関の方々にこの事業に関わった感想等をアンケートしたところ。協議会に対して必要
性を感じているという回答が多くあり嬉しく感じました。

　今年度も引き続き協議会を開催いたします。

　5月と10月には自立支援協議会の精神部会と同日開催させていただく予定です。

　今後も関係機関の皆様と連携して地域移行を進めていければと考えています。

中核地域生活支援センター　のだネット
今年度も県より受託しました！

□平成２３年４月～平成２４年３月の相談件数

　　合計　8,984件（新規相談242件）

□対象別

□相談方法

□相談時間帯

　

　

　

けけん

　年度末、県に提出する書類をまとめながら「この１
年なにができただろう…」と反省させられました。
　昨年は、年度途中で「精神障害者地域移行支援事
業」を受託したこともあり、慌ただしさに拍車がかかっ
たように思います。その余波が皆さんのところへ行か
なかったか心配です。
　今年度から「パーソナルサポートサービス」が就労
がメインではなく福祉的な複合的な相談を受けるこ
と、相談支援事業所が立ち上がっていることから、相
談先が充実してきています。それぞれの役割分担や
横の連携など検討する課題も出てくると思われま
す。

　今年度も頑張ります。

　



《お申込み・お問い合わせ先》
TEL：０４－７１２８－４０３８（直通）

                       名称も新たに、利用日も増えました！

     野田市求職者総合支援センター（パーソナルサポートセンター）改め

パーソナルサポートセンター　です！！

 ☆様々な生活上の困難に直面している方に対し、個別的・継続的・包括的に

支援を実施するところです。

＜こんな方に…＞

・様々な生活上のリスクが重なり、自分の

力だけで必要な支援を活用して自立する

ことが難しい。

・対象や制度別に構築した支援体制では、

複雑に絡み合った問題の全体を受け止め

て支援することが難しい。

場　所：野田市役所2階

利用日：毎週　月～金曜日

時　間：午前9時～午後5時
　　　　　（正午～午後1時を除く）

特別支援学校特別支援教育コーディネーター連絡協議会に参加して
 

　平成24年5月7日、連絡協議会・グループ別協議(東葛飾)に参加してきました。
　各関係機関の役割と連携の在り方について、「中核センターとの連携と役割分担」「学校からの要請
と特別支援アドバイザーとの連携方法等」を話し合いました。
　「特別支援アドバイザー」は東葛飾教育事務所に5名配置されて、幼小中高の現場のニーズに応えら
れるよう、特別支援学校のセンター的役割との連携や市町村の専門家チームとの連携を図っていま
す。
　「特別支援学校のセンター的役割」とは、小中校の要請による障がいのある児童、生徒又は当該児
童若しくは生徒の教育を担当する教師等への指導助言や、地域の実態や家庭の要請等により保護者
等に対して教育相談を行っています。
　グループ別協議の中で課題として「学校は外にある力をどういれるか?」が挙げられました。学校の中
の子ども一人ひとりの問題が複雑化している、今までは学校の問題を外に出すことへの抵抗があった
が、外の力を入れることへの抵抗感が小さくなった。学校が解決出来ない場合は外の力を入れ、目の
前の問題を解決することが必要である。
　外の力として民生委員・市教育委員会・児相・市児童家庭課そして中核センター等ありますが、問題
解決に向け連携していくことを共通理解しました。

                                                                                                          地域総合コーディネーター・金城和子



趣味趣味趣味趣味のののの部屋部屋部屋部屋

木村　一敏さん
      からのコメント

こんにちは。
ほっとに住んでいる木
村です。
いつかこの詩を、うた
にするのが夢です。

　　　　※「ほっと」は
        ケアホームの名前です。

　

　

のぞみ分室についてのぞみ分室についてのぞみ分室についてのぞみ分室について
　前回の広報誌の「お知らせ」でもお伝えしたとおり、「地域活動支援センターのぞみ」さんが4月から

精神障がいの方々の集える場を提供しています。

　関宿地区には精神障がいの方々が通えるところが近くになかったため週1日ですが開所することに

したそうです。

　参加費は無料です。是非、顔をだしてみてください。

会　場：　いちいのホール　和室
日　時：　毎週水曜日　10：00～12：00

お問い合わせ先：　地域活動支援センター　のぞみ　ＴＥＬ０４－７１２９－９６２５

　　　　　　　なかま

いつものように

あさをむかえ

いつものように

ひばりに行って

いつものように

おしごとに行き

ほっとにかえってきて

みんな　なかまだよ
心をあわせてほっとになろう

今回は詩を投稿していただきました。
詩の内容がほのぼのしていて、自筆もとても味があって良いですね♪


